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現代生活を送る上で，病気の治療に留まらず，健康の
維持や日常生活を送る上でも必要度が増してきている身
近な医薬品．ところで，服薬した後医薬品は一体どこに
行くのだろうか？
服薬された医薬品は，通常，体内で吸収され薬効を発

揮した後，代謝を受けて化学構造が変化し，薬効を持た
なくなった形態で尿中や糞中へと体外排泄される．しか
し，未代謝のまま残ったり，体内で吸収されなかった医
薬品は，薬効を保った形態のままで体外へと排泄される．
これらの医薬品成分を含む排水は，下水道へと流入する．
下水道は下水処理場に集結しており，さまざまな排水が
合わさった下水が下水処理場で排水処理されるが，医薬
品のような化学物質については難分解性のものも含まれ
十分な除去を行うことが困難である場合が多い．下水処
理場で処理を行った放流水は河川に放流される．そのた
め，河川環境中に多種多様な医薬品成分が存在している
ことが，最近の研究により次第に明らかになってきて
いる 1)．
この環境汚染問題について，近年社会的な関心が高ま

りつつある要因として，大きく二つがあげられる．一つ
は，近年の目覚ましい科学技術の進歩により，分析技術
が飛躍的に向上したことである．すなわち，LC-MS/
MSやGC-MS/MSといった，高感度かつ目的成分以外
の成分が多く共存する試料中から目的成分のみを選択的
に検出可能な優れた分析装置が普及したことで，これま
で検出ができなかった微量濃度の環境汚染物質の存在が
明らかになってきた．もう一つは，1990年～2000年代
に社会問題化した環境ホルモン問題により，微量な濃度
であっても生理活性を持ち，生態系やヒトに悪影響を及
ぼす物質が私達の身の回りに溢れている事が明らかにな
り，化学物質による環境汚染問題に対する社会的な意識
が高まりつつあることである．
これまでに検出事例が報告されている医薬品成分は，

カフェインや虫除け剤のディート，痒み止めのクロタミ
トン，殺菌剤のトリクロサンといった生活関連医薬品に
はじまり，下熱鎮痛剤のアセトアミノフェンやイブプロ
フェン，降圧剤のアテノロールやジソピラミド，向精神
剤のカルバマゼピン，高脂血症治療剤のクロフィブリン
酸，抗がん剤のシクロフォスファミドなど，抗ウイルス
剤のオセルタミビル，抗菌剤のクラリスロマシインやレ
ボフロキサシン，テトラサイクリンなど，100種を越え
ている．河川環境中におけるこれらの医薬品成分の検出

濃度はng/L～ g/Lと，ヒトの体内で薬理作用を発揮す
る濃度（mg/L）よりは低いものの，河川環境中に生息
する生態系への毒性影響や，飲料水源となっている河川
では飲料水を通じたヒトへの健康影響が懸念され，研究
が進んできている 2)．最近では，抗ウイルス剤のオセル
タミビルについて，野生の水鳥を経由した薬剤耐性獲得
ウイルスの出現からヒトへの伝播の可能性が報告されて
いる他，抗菌剤についても薬剤耐性菌の発生の助長を懸
念する報告もなされている 3)．
このように，河川環境中に医薬品成分が存在すること
に起因する，さまざまな悪影響への対策技術に関する研
究も行われている．
特に，下水処理場での除去率を向上させる水技術開発
に関する研究は，医薬品成分による環境リスクを削減・
回避する有力な手段の一つとして注目されている．その
中で，酸化力の強いオゾンを用いた水処理は，医薬品成
分に留まらず，環境ホルモン類や，その他の環境汚染物
質についても概ね90％以上の除去率を得ることが可能
である．また，病原性微生物の殺菌または不活化にも有
効であることが報告されている 4)．しかしながら，オゾ
ンを用いた高度な水処理技術は，通常の水処理技術と比
較して費用対効果が優れていないため，現存するすべて
の下水処理場への設備の導入は現実的には難しい．この
課題を克服するべく，新たな水処理技術として電気分解
反応による水処理が近年着目され，日進月歩で研究が進
みつつある．
日本の医薬品市場規模はアメリカに次いで世界2位と
もされており，先進国の中でも薬剤の使用率が高い．さ
らに，高齢化社会に伴い，医薬品の使用は今後増加する
ことが予想される 5)．環境中に存在する場合，汚染物質
となりうる医薬品成分の除去技術の開発に加えて，河川
環境中で分解されやすい，環境面にやさしい医薬品の開
発や，飲み残し薬回収などの取組みも，人類の繁栄を持
続していくために望まれ，今後の進展に目が離せない．
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